
見えにくさは、視力だけではなく、眼球の動きの不器用さによることもあります。

行間を広げることにより、もっと見やすい文章になるでしょう。

確かな学びを育む ちょっと使える支援ツール

点数が取れないことと、

小さい文字が読み取りにく

いことの関係は、本人も分

かっていないことが多いの

で、 君のためにだけでな

く、全員に拡大してみると

よいでしょう。

点数が取れないことと、

小さい文字が読み取りにく

いことの関係は、本人も分

かっていないことが多いの

で、 君のためにだけでな

く、全員に拡大してみると

よいでしょう。

３ 見えにくさ を理解する３ 見えにくさ を理解する

教材を拡大して試す

拡大



場面に応じた言葉の使い方、コミュニケーションの取り方、ストレスの解消法など、教科の学習以外に時

間を設けて、取り組んでいる学校があります。

確かな学びを育む ちょっと使える支援ツール

４ 社会性を育てる４ 社会性を育てる

（ソーシャルスキルトレーニング）

（ソーシャルスキルトレーニング）の指導とはソーシャルスキル（人とうまくかかわっていく

ため方法）を具体的に やり方 や コツ として教えることで、生徒たちの生活をより豊かになるよ

うに支援することです。

生徒の中には、ソーシャルスキルが身に付いていなかったり、知らなかったりするために友だち関係

や集団生活で困っている場合があります。

トレーニングを計画する場合は、本人を取り巻く環境、情緒面、生徒の障害特性にも考慮が必要です。

また、指導技法としては、 教示 モデリング リハーサル フィードバック 般

化 等がありますが、１つの課題についてこの５つの指導技法の組み合わせで行いま

す。

のプログラム を対象生徒を中心に取り組む 中学校の例

授業中、集中できなかったり、板書を写すのことが苦手だったり、先生の説明が聞き

取りにくかったりする生徒

友人や人間関係においてうまくいかない、といった悩みをもつ生徒

少人数の設定場面で、ゲームや運動をとおして、ちょっとした やり方 や コツ

をつかむことにより、実際の生活場面で生きて働く力をつける。

１年生から３年生までの 人以内を対象に図書室で展開している。

始まりの会

今日の気分は？ の１分間スピーチなど

ウォーミングアップ

トランプ遊び 言葉あつめゲーム など

プログラム

わかりやすく伝えよう

元気の出る聞き方

協力ジェスチャー

お楽しみ活動・運動ゲーム

言葉集めゲーム

友だち集めゲーム

終わりの会

今日の反省

毎週木曜日、放課後 時まで

対象の生徒

目 的

内 容

時 期



お知らせプリントお知らせプリント

確かな学びを育む ちょっと使える支援ツール

人権教育講演会として、 特別支援教育 について取りあげている学校があります。教員の理解を深める

ことはもちろん、生徒たちに様々な障害について、正しい認識と深い理解をもって日々の生活を送ってほし

いと願って実施しています。

これをきっかけに、自己認識する生徒もいたようです。

５ 周囲の生徒への理解を促す５ 周囲の生徒への理解を促す

人権教育講演会の実施

図書室での実践

図書室にコーナーを設けて、

障害 について考えるための

本を置き、一人一冊必ず読むよ

う提案しています。

図書室にコーナーを設けて、

障害 について考えるための

本を置き、一人一冊必ず読むよ

う提案しています。



氏名（ ）性別 男・女 学年 組 出身中学校（ ）

年齢（ ）生年月日 年 月 日 記載年月日 年 月 日

確かな学びを育む ちょっと使える支援ツール

学校の教育課程、支援に必要な情報について話し合い、生徒に応じた項目を設定して、実態把握をした後、

指導記録を作成します。

６ 個別の指導計画の実際・様式例６ 個別の指導計画の実際・様式例

高等学校の例（実態把握）

障害等の状態

基本的な生活習慣

学習場面の様子

学習上の留意点

言語・

コミュニケーション

興味・関心

社会性・対人関係

行動等の特徴

家庭環境・要望

指導方法

関係機関の指導・助言



確かな学びを育む ちょっと使える支援ツール

高等学校の例（指導記録）

学
期
の
目
標

学級担任

保護者

生徒

授
業

状況

要望

部
活
動

状況

要望

学
級

状況

要望

家
庭

状況

要望

具
体
的
な
対
応

授業

部活動

学級

今
後
の
課
題

支援が必要な子どもたち に対する指導記録

（生徒・保護者との面談をもとに学級担任が記入）

生徒氏名（ ）



引継ぎのための資料

確かな学びを育む ちょっと使える支援ツール

中学校（支援シートまたは引継ぎ資料）

氏名 年 組 担任 副担任 学年

障 害 名 等

基本的な困難 ・注意力・集中力 ・手先の器用さ

支援の目的

・学校生活がスムーズに送れる ・支援が必要な時に自分から支援を求める力をつける

学年で行った支援

事 柄 支 援 方 法

生 活 面
校時変更、委員

会・係活動の連絡

学級の前の黒板の横のほうに書いておく。本人には様子を見て、

直前の声かけをすることも加える。

学 習 面

説 明

聴覚だけで、多くの内容を捉えることが難しい。理科の実験や

作業学習は授業者が黒板に手順を示した上で、その都度全体に

向けて説明する。また、支援員が様子を見て、必要ならば説明

をしたり、要点を箇条書きにしたりして見せる。

図・グラフ等

グラフや表・レタリング字典など複数の線が重なる場合や地図

のような狭い空間に多くの情報が詰まったものは見分けにく

い。必要に応じ拡大したり、色をつけたりする。

対 人 関 係
人に話しかける声

が大きすぎる

自覚できないので、唇の前に人差し指を立て声が大きすぎるこ

とを伝えると適当な大きさに直すことができる。

部活動（ 部）

保護者の希望により、１学期に顧問が保護者と懇談を行った。

連携

病院 担任とコーディネーターが主治医と面談

本人の気持ちの伝え方

担任を中心に教科担当・顧問・支援員・友だち等一応誰に対しても自分の気持ちが伝えられるよう

になってきている。

その他

服用薬

保護者の考え・願い

担任の意見

学習成績一覧表・定期テスト支援内容一覧表も付けて資料とします。



第 ３ 章第 ３ 章 特別支援教育 エール集

障害者の雇用を支援してきてくださった方々から、励ましの言葉をい

ただきました。

大人の入り口に立つあなたへ



なら障害者就業

生活支援センター コンパス

副代表 小 島 秀 一

いろいろなことを求められると失敗しますが、一つのことに打ち込める仕事ではうまくいやっていけ

る人がいます。 これだけをすればいい という条件の中で対応できるからだと思います。

それはそれで、自分に合った大切な仕事の選び方です。中小企業よりも大手企業が、派遣社員よりも

正社員が、という考えではなく、自分の特性をよく考えてほしいと思います。

自分のいいところ を聞いても、なかなか言えない人が多いです。 自分には何ができるのか ど

ういういいところがあるのか を言うことができるようになっておくことは大切です。

勉強ができればいいということで、家の手伝いなどいろいろな日常的な経験をしないまま大きくなり、

企業でいちばん求められる 基本的な社会性 が大きく欠けたまま大きくなっているケースがあります。

職場で求められるコミュニケーションの力や社会性は、障害のある人たちには苦手なときがあります。

しかし、身近な場面で少しずつ身に付けてほしい力だと考えます。

特別支援教育 エール集

職場の中で これだけは という打ち込める仕事を見つけよう職場の中で これだけは という打ち込める仕事を見つけよう

奈良県立高等技術専門校

専門指導官 住 本 友 成

就職する場合、受け入れる会社の 障害 についての理解が必要になります。

仕事を任せるにしても、その人の能力や特性を見極めて、それを上手に活かし、課題に向かわせてほ

しいと願っています。

人とのやり取りやつきあいの苦手だった生徒が、自分の得意なパソコンの力で雇用に結びついたとい

うケースがあります。それは、従業員のほとんどがパートで、仕事の時間もさまざまな企業で、従業員

の労働時間や給料の計算などの作業をミスなく行っているケースです。そのパソコンは事務机の並びか

ら少し外れた一角の、周りとやや隔てられたスペースに置かれていました。言葉でのやり取りが求めら

れなかったので、とても集中できました。そこで予想以上の力が発揮できました。

人間関係は今でも取りにくいのですが、与えられた仕事は充分にこなし、生き生きと働いています。

雇う方も、その人の特性を見い出すことが重要なのですが、みなさんも自分自身の特性、得意・不得

意を見つけ、それを活かせる人であってほしいと願います。

得意・特性を活かした仕事で生き生きと働こう得意・特性を活かした仕事で生き生きと働こう



特別支援教育 エール集

なら東和就業

生活支援センター たいよう

就業相談員 長谷川 善 昭

学校で国語や数学の勉強ができるにこしたことはありませんが、 仕事に就く という点で、大切な

ことが二つあると考えます。

一つめは、まず働こうとする仕事への意欲が、あなた自身にあるかどうかということです。雇おうと

する人は、まず、その人の仕事への意欲を確認します。

二つめは、最低限の社会性が身に付いているかどうかです。社会性というのは、分かりやすく言えば、

挨拶ができるかということです。これはとても大切なことなのです。休暇を取るときに自分で連絡でき

るということも大切なことです。このようなことは、学校を卒業するまでに身に付けておいてほしいこ

とです。

学校や家庭に守られている間に、卒業して働くときに困らないよう、自分のことは自分でできるよう

になっておきたいですね。

仕事に就くうえで、 挨拶 など社会性が大切です仕事に就くうえで、 挨拶 など社会性が大切です

近畿編針株式会社

顧問 井 上 善 夫

働くためには、人とのコミュニケーションが何より大切だと考えています。勉強ができる・できない

よりも、働く者同士の心と心が、いかに通じ合うかが大切なのです。

作業については、やはり中途半端ではいけないのです。遅くてもいいから正確であることが大切です。

訓練などでは作業の終了後に手直しすることもありますが、そういうことは企業ではできません。

いろんなことがやりこなせなくても、一つの仕事に打ち込める自分であることは大切なことです。

仕事の現場では、スピードより正確さが大切です仕事の現場では、スピードより正確さが大切です
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